
賞
味
期
限
な
ど
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な

も
の
を
購
入
し
、
早
め
に
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
。

冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス
15
度
以

下
、
冷
蔵
庫
は
10
度
以
下
に
維

持
す
る
こ
と
が
目
安
。
詰
め
過

ぎ
に
注
意
し
、
早
め
に
使
い
き

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
肉
・

魚
な
ど
は
個
別
の
容
器
や
袋
に

入
れ
、
汁
が
ほ
か
の
食
品
に
か

か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

包
丁
や
ま
な
板
は
き
れ
い
に
洗

い
、
熱
湯
を
か
け
て
か
ら
使
い

ま
し
ょ
う
。
肉
・
魚
・
野
菜
用

と
別
々
に
使
い
分
け
る
と
よ
り

安
全
で
す
。
包
丁
・
ま
な
板
・

食
器
・
ふ
き
ん
・
ス
ポ
ン
ジ
な

ど
は
使
っ
た
後
す
ぐ
に
洗
剤
と

流
水
で
よ
く
洗
い
、
ま
な
板
・

ふ
き
ん
・
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
は
時

々
日
光
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
。

冷
凍
食
品
は
使
う
分
だ
け
解

凍
し
、
す
ぐ
調
理
し
ま
し
ょ
う
。

調
理
す
る
食
品
は
十
分
に
加

熱
し
、
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り

熱
を
通
し
ま
し
ょ
う
。
電
子
レ

ン
ジ
な
ど
を
使
用
す
る
場
合
、

熱
の
伝
わ
り
に
く
い
食
品
は
時
々

か
き
混
ぜ
ま
し
ょ
う
。

食
卓
に
つ
く
前
に
よ
く
手
を

洗
い
ま
し
ょ
う
。
温
か
い
料
理

は
温
か
い
う
ち
に
、
冷
た
い
料

理
は
冷
た
い
う
ち
に
食
べ
る
よ

う
に
し
、
で
き
あ
が
っ
た
料
理

は
室
温
に
長
く
放
置
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

早
く
冷
え
る
よ
う
に
浅
い
容

器
に
小
分
け
し
て
冷
蔵
庫
や
冷

凍
庫
で
保
存
し
、
温
め
直
す
時

は
75
度
以
上
に
加
熱
し
ま
し
ょ

う
。
時
間
が
経
ち
過
ぎ
て
お
か

し
い
と
思
っ
た
ら
思
い
き
っ
て

捨
て
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
で
起
こ
る
腹
痛
や
下

痢
、
吐
き
気
、
お
う
吐
、
発
熱

な
ど
の
症
状
は
、
原
因
物
質
に

対
す
る
身
体
の
防
御
反
応
で
す

か
ら
、
む
や
み
に
下
痢
止
め
な

ど
の
薬
を
飲
む
の
は
良
く
あ
り

ま
せ
ん
。
早
め
に
医
師
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

宇治市制施行50周年

市政情報
いつでも

24時間
��������

宇治市政ダイヤル

20-8777

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率
100
％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
―
―
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
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�� � 	 


���������������

� ���������
��������������

� �!
������

"���# $%&'%(

)**+,--.../01*2/341/526*6/4+-7 89:;:;�:��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

今
年
も
食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
食
中
毒
の
原
因
の
九
割
を
占
め

る
細
菌
は
、
特
に
高
温
多
湿
な
こ
の
時
期
の
日
本
の
気
候
を
好
み
活
発
に
活
動
し
ま
す
。
食

中
毒
は
、
日
ご
ろ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
庭
で
で

き
る
次
の
六
つ
の
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
し
、
食
中
毒
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

問�
保
健
推
進
課

▲流水でしっかりと手を洗いましょう

国
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
を
広
く
国
民
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
今
年
度
か
ら

男
女
共
同
参
画
週
間
を
設
け
ま

し
た
。
宇
治
市
で
も
、
同
週
間

に
あ
わ
せ
、
男
女
の
性
別
に
よ

る
固
定
的
な
役
割
に
と
ら
わ
れ

ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
社
会

づ
く
り
を
目
的
に
男
女
共
同
参

画
週
間
Ｕ
Ｊ
Ｉ
の
つ
ど
い
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
…
６
月
23
日
�
、
午
後

１
時
半
〜
３
時
45
分(

午
後
１

時
開
場)

▼
と
こ
ろ
…
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー▼
内
容
…
◎
第
１
部
＝
松
島
ひ

で
お
・
さ
ゆ
り
さ
ん
に
よ
る
夫

婦
漫
才｢

21
世
紀
は
男
女
共
同

参
画
時
代｣

◎
第
２
部
＝
国

の
男
女
共
同
参
画
会
議
議
員
・

古
橋
源
六
郎
さ
ん
に
よ
る
講
演

｢

男
女
共
同
参
画
社
会
!?
と
こ

ろ
で
男
は
ど
う
す
ん
ね
ん
〜
職

場
で
地
域
で
家
庭
で
〜｣

▼
費
用
…
無
料
。
た
だ
し
整
理

券
が
必
要
。
整
理
券
は
、
市
役

所
、
女
性
ル
ー
ム
、
各
公
民
館

・
図
書
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

▼
保
育
…
原
則
と
し
て
２
歳
以

上
、
小
学
校
３
年
生
ま
で
。
６

月
18
日
�
ま
で
に
男
女
共
同
参

画
課
に
電
話
で
申
し
込
み
を
。

問�
同
課(

�
20
・
８
７
６
９)

�
�
�
�
�
�
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は
る
か
千
年
の
昔
に
綴つ

づ

ら
れ

今
も
読
み
継
が
れ
る｢

源
氏
物

語｣

。
そ
の
作
者
、
紫
式
部
の

名
を
冠
に
頂
く｢

紫
式
部
文
学

賞
・
市
民
文
化
賞｣

が
誕
生
し

て
十
年
の
節
目
を
迎
え
、
市
で

は
記
念
誌｢

千
年
あ
せ
ぬ
文
学

の
華｣

を
発
刊
し
ま
し
た
。

両
賞
の
生
い
立
ち
、
歴
代
受

賞
作
家
の
お
話
、
梅
原
猛
さ
ん

・
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
を
は
じ
め

と
す
る
選
考
委
員
の
随
想
や
こ

の
十
年
の
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を

写
真
で
紹
介
。
さ
ら
に
昨
年
の

十
周
年
記
念
鼎
談

て
い
だ
ん

や
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
模
様
な
ど
内
容
は
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
こ
の
記
念
誌
は

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
文

化
自
治
振
興
課
で
一
冊
千
円
で

頒
布
し
て
い
ま
す
。

問�
文
化
自
治
振
興
課

市
で
は
、
友
好
都
市
で
あ
る

カ
ナ
ダ
・
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
へ

中
学
生
を
派
遣
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
現
地
青
少
年
と
の
親
善
交

流
を
通
し
て
国
際
性
豊
か
な
青

少
年
を
育
て
よ
う
と
い
う
も
の

で
、
今
回
で
十
回
目
で
す
。
次

の
と
お
り
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
と
き
…
８
月
17
日
�
〜
24
日

�

◆
対
象
…
市
内
在
住
の
中

学
生

◆
定
員
…
10
人(

市
立

中
学
校
各
校
１
人
、
私
立
中
学

校
等
１
人)

◆
参
加
負
担
金
…

約
10
万
円(

渡
航
手
続
き
費
用

を
除
く)

◆
応
募
方
法
…
６

月
15
日
�
ま
で
に
所
定
の
参
加

申
込
書
と
作
文

(

テ
ー
マ
は

｢

宇
治
市
中
学
生
カ
ム
ル
ー
プ

ス
市
派
遣
事
業
へ
の
参
加
応
募

に
つ
い
て｣

。
４
０
０
字
詰
原

稿
用
紙
３
枚)

を
秘
書
課
へ
。

派
遣
団
員
募
集
要
領
、
参
加
申

込
書
は
秘
書
課
と
市
内
各
中
学

校
に
あ
り
ま
す
。
◆
問
い
合
わ

せ
…
秘
書
課

６月16日�から､ 宇治川塔の島一帯で鵜飼が始まります｡
夏の夕暮れ､ 皆さんそろってお楽しみください｡

▼期 間…６月16日�～９月２日�
(ただし８月29日・30日は休業)

▼乗 船…塔の島上流側で午後７時ごろから

▼料 金…◎乗合船＝大人1800円､ 小学生900円
◎貸切船(要予約)＝10人乗り２万5000円､

15人乗り３万7500円､ 20人乗り５万円､
25人乗り６万2500円

▼予 約…宇治川観光通船 (�・FAX21-2328)

▼問い合わせ…同通船か観光協会(�23-3334)

①
食
品
購
入
の
と
き

②
保
存
す
る
と
き

③
下
準
備
の
と
き

④
調
理
の
と
き

⑤
食
事
の
と
き

⑥
料
理
が
残
っ
た
と
き

�

�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
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６月23日～29日は

男女共同参画週間

▼

発
刊
さ
れ
た
10
周
年
記
念
誌

｢

千
年
あ
せ
ぬ
文
学
の
華｣
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▲大自然の中で乗馬体験
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期 別 納期限

第1期･前納 ７月２日

第２期 ８月31日

第３期 10月31日

第４期 14年１月31日

表３ 所得控除 (所得税とは控除額が異なる場合があります)
種 類 控 除 額

①雑損控除 (実質損失額－総所得金額等の合計額×10％) と (災害関連支出－５万円)
のうちいずれか多い方の金額表１ 所得税の税率(総合課税分)

区 分 課税総所得金額の段階 税率 速算控除額
②医療費控除 (支払った医療費の額－保険などで補てんされた額) － (10万円と総所得金額

等の合計額の５％のいずれか少ない方の金額) 限度額200万円
市民税

２００万円以下

７００万円以下

７００万円を超える

３％

８％

10％

０円

10万円

24万円

③社会保険料控除等 支払金額

④生命保険料控除

支払金額 控除額
�15,000円以下 全 額
�15,001円～40,000円以下 支払金額×1/2 ＋ 7,500円
�40,001円～70,000円以下 支払金額×1/4 ＋17,500円
�70,001円～ 35,000円
＊支払保険料に一般のものと個人年金保険料の両方がある
場合は､ それぞれの控除額を上の算式で計算し､ 合計します｡ 限度額７万円

府民税
７００万円以下

７００万円を超える

２％

３％

０円

7万円

⑤損害保険
料控除

短 期
契 約

支払金額 控除額
�1,000円以下 全 額
�1,001円～3,000円以下 支払金額×1/2 ＋ 500円
�3,001円～ 2,000円

長 期
契 約

支払金額 控除額
�5,000円以下 全 額
�5,001円～15,000円以下 支払金額×1/2 ＋ 2,500円
�15,001円～ 10,000円
＊短期､ 長期の両方がある場合は､ それぞれの控除額を合計します｡ 限度額１万円

⑥寄附金控除 都道府県､ 市町村､ 特別区又は住所地の共同募金会もしくは日本赤十字社の
支部に対する寄附金の合計額(総所得金額等の合計額×25％を上限)－10万円

⑦障害者控除 障害者である納税義務者､ 控除対象配偶者及び扶養親族１人につき 26万円
特別障害者については 30万円

⑧老年者控除 老年者(昭和11年1月1日以前の生まれの人)で合計所得金額が 1,000万円以下の人 48万円

⑨寡婦(寡夫)控除 納税義務者が寡婦(寡夫)である場合には 26万円
納税義務者が特別の寡婦である場合には 30万円

⑩勤労学生控除 納税義務者が勤労学生である場合には 26万円

⑪配偶者控除
�一般の控除対象配偶者 33万円
�70歳以上(昭和６年1月1日以前の生まれ)の老人控除対象配偶者 38万円
＊��のうち同居特別障害者は､ それぞれに次の金額を加算 23万円

⑫配偶者特別控除 配偶者の所得金額によって控除額が異なります 最高33万円

⑬扶養控除

�一般の扶養親族１人につき 33万円
�16歳～22歳の特定扶養親族は１人につき 45万円
�70歳以上の老人扶養親族は１人につき 38万円
�70歳以上の同居老親は１人につき 45万円
＊����のうち同居特別障害者は､ それぞれに次の金額を加算 23万円

⑭基礎控除 33万円

市
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
住
民
税
に
は
市
民
税

と
府
民
税
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

均
等
割
と
所
得
割
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。
と
も
に
、
原
則
と
し

て
一
月
一
日
現
在
の
住
所
地
の

市
町
村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。
均

等
割
は
、
一
律
に
課
税
さ
れ
、

税
額
は
市
町
村
の
人
口
規
模
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
。
所
得
割
は
、

個
人
の
前
年
の
所
得
に
応
じ
て

課
税
さ
れ
、
税
率
は
全
国
共
通

で
す
。

市
・
府
民
税
の
計
算
方
法
は

表
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

個
人
の
長
期
所
有
土
地
等

(

五
年
超)

の
譲
渡
所
得
に
対

す
る
税
率
を
一
律
、
市
民
税
四

％
・
府
民
税
二
％
と
す
る
課
税

の
軽
減
措
置
の
適
用
期
限
が
、

平
成
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

平
成
十
一
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

た
定
率
減
税(

所
得
割
額
か
ら

十
五
％
相
当
額
控
除
、
四
万
円

限
度)

と
市
民
税
の
最
高
税
率

の
引
き
下
げ(

一
二
％
を
一
〇

％
に
引
き
下
げ)

の
恒
久
的
減

税
は
今
年
度
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

市
民
税
・
府
民
税
の
徴
収
方

法
に
は『

普
通
徴
収』

と『
特

別
徴
収』

が
あ
り
ま
す
。

普
通
徴
収
は
、｢

市
民
税
・

府
民
税
納
税
通
知
書｣

に
基
づ

い
て
年
四
回
の
納
期
ご
と
に
納

付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く
方
法

で
す
。

特
別
徴
収
は
、
六
月
か
ら
翌

年
五
月
ま
で
、
年
十
二
回
に
分

け
て
給
与
か
ら
天
引
き
に
よ
り

納
め
て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

納
税
者
に
は
、
給
与
支
払
者
を

通
じ
て｢

特
別
徴
収
税
額
通
知

書｣

を
お
届
け
し
ま
す
。

な
お
、
年
度
途
中
で
退
職
さ

れ
る
場
合
な
ど
で
、
給
与
か
ら

天
引
き
で
き
な
く
な
る
時
は
、

残
り
の
税
額
を
退
職
時
に
一
括

し
て
天
引
き
さ
せ
て
い
た
だ
く

か
、｢

普
通
徴
収｣
に
切
り
替

え
て
ご
自
分
で
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

｢

市
民
税
・
府
民
税
納
税
通

知
書｣

や｢

特
別
徴
収
税
額
通

知
書｣

は
後
日
、
私
立
幼
稚
園

の
就
園
助
成
費
・
私
立
高
等
学

校
学
費
軽
減
の
申
請
や
育
成
学

級
の
申
請
な
ど
に
、
ま
た
公
営

住
宅
に
お
住
ま
い
の
人
も
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
存

し
て
く
だ
さ
い
。

� � � � � � ��	
�� 
��	����	��� ��	������
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平
成
十
三
年
度
の
住
民
税

課
税
証
明
書(

平
成
十
二
年

分
の
所
得
の
証
明
書)

は
六

月
一
日
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

申
請
に
は
、
使
用
目
的
・
提

出
先
・
必
要
と
す
る
年
度
な

ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
ほ

か
本
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

代
理
人
が
申
請
す
る
と
き
は
、

本
人
の
委
任
状
と
代
理
人
の

印
鑑
が
必
要
で
す
。
税
に
関

す
る
手
続
き
は
大
切
な
事
柄

で
す
。
で
き
る
だ
け
本
人
が

手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

�����

���	


�����

平
成
十
三
年
度
の
市
・
府
民

税
の
納
税
通
知
書
と
納
付
書
を

本
日
発
送
し
ま
す
。
納
期
限
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。
納
期
限

ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
と
、
督

促
手
数
料
や
延
滞
金
な
ど
余
分

な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
必
ず
、

期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

の
場
合
は
、
指
定
の
金
融
機
関

か
ら
納
税
通
知
書
の
金
額
を
各

納
期
限(

前
納
は
第
一
期)

ご

と
に
引
き
落
と
し
ま
す
。

市
・
府
民
税
一
年
分
を
第
一

期
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
と
前

納
報
奨
金(

交
付
率
〇
・
一
％)

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
前
納
は
通

知
書
に
同
封
の
前
納
用
納
付
書

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

前
納
報
奨
金
が
百
円
未
満(

第

二
期
の
税
額
が
七
千
円
以
下)

の
場
合
は
前
納
報
奨
金
は
あ
り

ま
せ
ん
。

�
��
�
�
�

�
�
	

平
成
十
三
年
度
の｢

市
民
税
・
府
民
税
納
税
通
知
書｣

を
ま
も
な
く
納
税
者

の
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
税

金
は
福
祉
や
教
育
、
消
防
、
道
路
整
備
な
ど
暮
ら
し
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
用

途
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成
十
三
年
度
の
税
制
の
主
な
改
正
点
や
住

民
税(

市
・
府
民
税)

の
し
く
み
、
計
算
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼

あ
な
た
の
税
金
は
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

自分で住民税の額を計算してみましょう
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前
納
報
奨
金
制
度

税金はどのように課税されているのか､ 具体的な例を
あげて計算を紹介します｡ 給与所得者の場合､ 所得割は
総収入から給与所得控除や社会保険料控除､ 扶養控除な
どを引き去った課税総所得金額に応じて税率と速算控除
を決定し､ 計算して税額が決まります｡ 均等割は所得に
かかわらず一律の額です｡

＜所得割の計算＞ 単位：円
所得金額 (給与収入一給与所得控除額) 5,530,000－1,647,600＝3,882,400－�
所得控除 社会保険料控除 386,000
(表3参照) 生命保険料控除(一般) 35,000

生命保険料控除(個人年金) 35,000
配偶者控除 330,000
配偶者特別控除 330,000
扶養控除(330,000円＋450,000円) 780,000
基礎控除 330,000

控除額合計 2,226,000－�
課税総所得金額＝所得金額�一所得控除�

3,882,400－2,226,000＝1,656,400＝1,656,000
(千円未満切り捨て)

算出市民税額＝課税総所得額×税率－速算控除額
1,656,000×0.03－0＝49,680＝49,600…①

(百円未満切り捨て)
算出府民税額＝課税総所得額×税率－速算控除額

1,656,000×0.02－0＝33,120＝33,100…②
(百円未満切り捨て)

＜定率控除額＞ (税率・速算控除額は表１参照)
(下表計算式を参照) 市民税定率控除額 7,400……③

府民税定率控除額 5,100……④
計 12,500

定率控除額の計算式
定率控除額 ＝ (算出市民税額＋算出府民税額)×15％

＝ (①＋②)×15％＝(49,600＋33,100)×15％
＝ 12,500(百円未満切り上げ)

算出府民税額府民税定率控除額＝定率控除額×算出市民税額＋算出府民税額
33,100＝ 12,500× 49,600＋33,100 ＝5,100(百円未満切り上げ)

市民税定率控除額＝定率控除額一府民税定率控除額＝12,500－5,100＝7,400

＜均等割＞ ＜住民税の額＞
市民税均等割 2,500……⑤ 市民税＋府民税 市民税 (①－③＋⑤) 44,700(百円未満切り捨て)
府民税均等割 1,000……⑥ 府民税 (②－④＋⑥) 29,000(百円未満切り捨て)

計 73,700

表２ 市民税･府民税の計算方法
＜設例：給与所得者の場合＞
夫婦子供2人 妻 (年齢70歳未満)・子2人は

所得なし､ 子の１人は年齢16歳以上23歳未満
平成12年中の収支
給与収入金額 5,530,000
給与所得控除額
(所得税法による) 1,647,600
社会保険料額 386,000
生命保険(一般)支払額 80,000
生命保険(個人年金)支払額 100,000
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���������	 �道車田54-14(�22-2210)

土・日､ 平日コース

����������	伊勢田町名木２丁目1-203
土・日､ 平日コース

(�43-5941)

【６月】 【６月】
� � � �������	�
������� � � � ���������
�������
����� ������� ������� ����� ������� �������
���� ����������� �����
� �������� ���!" ��� ������������
��������
����� �����#� ����	�� ����� �����$� ���
��

【７月】 ���� ��� ������������
� ��������
����� �����$� �������� � � %�%��$�
�������
【７月】����� ���%�%� �������

���� %�&�������������
� �������� � � � %��	�����
�������
����� ���%�&� ������� ����� ���%��� �������
���!" %���������� �����
�������� ���!" %���������� ����
��������
����� ���%��� ������ ����� ���%��� ����	��
� � � %�� �����
������� ���� %���������� ����
� ��������
����� ���%�$� ������� ����� ���%��� �������

����������	宇治壱番125-2 初栄ビル３階
土･日､ 平日･曜日指定コース

(�28-6668)

� � � %��������
�������
����� ���%��� �������
���!" %������	���������
��������
����� ���%��� ����	��

����������� !"	 伊勢田町井尻22
土･日､ 曜日指定コース

(�46-2738)

【６月】
� � � ���������
�������
����� �#����� �������
���� ��� �������������
��������
����� �#���$� ����
��

【６月】【７月】
� � � �������	� 
�������'(�!) %��������� �����
�������
����� ������� ����	������� �#�%��� ���	��
【７月】'(�!" %��������� �����
��������

����� �#�%��� ������� *(�!) %������������	�
�������
'(�� %��������� �����
�������� ����� ���%��� ������
����� �#�%��� ������� '(�!" %��������� �����
��������
� � � %��	�����
������� ����� ���%��� ����
��
����� �#�%��� ������� +(�� %�#�������������
��������
���!" %���������������
�������� ����� ���%�#� ������
����� �#�%��� ������ � � � %�%��$�
�������
� � � %��������
������� ����� ���%�%� ����	��
����� �#�%��� ������� � � � %��������
�������
���� %������	���������
�������� ����� ���%��� �������
����� �#�%��� �������

#$%&���'()*�� *	 木幡陣ノ内46
曜日指定コース

(�33-6885)
+,-.���/01)23�	大久保町上ノ山43-44

藤原ビル２階
曜日指定コース (�41-3010)

【６月】 【７月】
� ( � �������	�
������� �(�� %����&���������
� ��������
����� �����%# ������� ����� ���%��� �������
【７月】 +(�� %�#�������������
� ��������

����� ���%�#� ����	��� ( � %����$�
�������
� ( � %�%���	�
������������ ���%��# �������
����� ���%�%# �������+(�� %�#�������������
� ��������
� ( � %������ �
������������ ���%�#� �������
����� ���%��# ����	��,(�!) %��������������
�������

����� ���%��� �������
,(�!" %��������������
��������
����� ���%��� �������
,(�� %��������������
� ��������

4���!5 (土・日曜日)����� ���%��� �������
� ( � %��������
�������

【６月】����� ���%�## ����	��
� � � �������	�
�������

678�!5 (土・日曜日)

����� #������ ����	��

【７月】
� � � %�� �����
�������
����� #��%�$� ����
��

【６月】

9:�!5 (土・日曜日)
� � � �������	�
�������
����� ##����� �������

【６月】 【７月】
� � � �������	�
������� � � � %�� �����
�������
����� #������ ������� ����� ##�%�$� �������

【７月】

6���!5 (土・日曜日)
� � � %�� �����
�������
����� #��%�$� �������

【６月】

�;�!5 (土・日曜日)
� � � �������	�
�������
����� #%����� ����	��

【７月】 【７月】
� � � %�� �����
������� � � � %�� �����
�������
����� #$�%�$� ������� ����� #%�%�$� �������

� � � � � � ��	
 ���������
 ����� �����

���������	

��������

市
で
は
現
在
、
市
内
の
民
間

施
設
や
中
学
校
を
会
場
に
Ｉ
Ｔ

(

情
報
通
信
技
術)

講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
六
・
七
月

の
各
講
座
は
ま
だ
受
講
で
き
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
あ
な
た

も
受
講
し
、
楽
し
く
パ
ソ
コ
ン

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

各
講
座
の
空
き
情
報(

�
残

り
…
人
�
の
部
分)

を
ご
覧
い

た
だ
き
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
実
施
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
募
集
中
の
講
座
…
別
表
の
と

お
り(

５
月
23
日
現
在)

◆
講
習
内
容
…
初
心
者
を
対
象

に
し
た
、
①
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作

②
ワ
ー
プ
ロ
の
文
書
作

成

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用

④
電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信

◆
講
座
時
間
数
…
１
講
座
12
時

間◆
対
象
…
市
内
在
住
ま
た
は
京

都
府
民
で
市
内
在
勤
・
在
学
の

い
ず
れ
も
20
歳
以
上
の
人

◆
費
用
…
２
千
円(

テ
キ
ス
ト

代
な
ど)

◆
応
募
方
法
…
は
が
き
に｢

Ｉ

Ｔ
講
習
会
希
望｣

・
郵
便
番
号

・
住
所
・
氏
名(

ふ
り
が
な)

・
性
別
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
を
書
き
、
別
表
の
民
間
教
室

(

①
〜
⑥)

・
市
立
中
学
校
各

コ
ー
ス
の
中
か
ら
受
講
を
希
望

す
る
講
座
を
選
び
、
第
１
か
ら

第
３
希
望
ま
で
必
ず
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
は
、
希
望
す
る
講
座
の

開
催
初
日
の
２
週
間
前
ま
で
に

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー(

〒
６
１

１
ー
０
０
２
１
宇
治
琵
琶
45
ー

14
、
�
28
・
６
６
５
０)

へ
。

※
書
き
方
は
下
記
の
は
が
き
記

入
例
を
参
照

※
先
着
順
に
受
講
決
定
し
、
受

講
者
に
は
、
決
定
通
知
と
受
講

案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。
ま
た

応
募
者
多
数
の
た
め
、
第
１
か

ら
第
３
希
望
ま
で
に
受
講
し
て

い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
、
否

決
定
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
受
講
さ
れ
た

人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

郵便番号 □□□－□□□□
住 所
氏 名 (ふりがな) ※前回否決定通知を受けられた人は､
性 別 その時の受付番号を氏名横に記入
生年月日 してください｡
電話番号

｢ＩＴ講習会希望｣
＊受講希望講座の【開催場所】【開催日(時間)】
【コード番号】を記入してください (表参照)｡
＊必ず第３希望まで記入してください｡
(例)
第１希望

�� � � ����	
��
�� � �����������������������
���� !��"#$�%&#
第２希望

�� � � ���'()*+
�� � ���,�%�-���������.����������
���� !��$&$,$%&
第３希望

�� � � ����/*+
�� � ���,�,�0�������������
���� !��$#$,$,#

���������	
�������������

� � � � ���������	
��

記入例 (はがき裏)

��������	
	��

��������������

�������� !"#�$

�%�&'��

����������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
����������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼

熱
心
に
学
ぶ
受
講
者
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宇 治 市 政 だ よ り第1279号 (４)  　  日発行(平成13年) 6 12001年 月

　
宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議

会
で
は
、
『
平
和
こ
そ
が
次
代

へ
の
最
高
の
遺
産
で
あ
る
』
と

の
願
い
か
ら
、
被
爆
の
地
・
広

島
で
子
ど
も
た
ち
に
核
兵
器
の

恐
ろ
し
さ
や
戦
争
の
悲
惨
さ
を

知
り
、
人
の
命
の
尊
さ
や
「
平

和
」
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら

お
う
と
、
次
の
と
お
り
小
・
中

学
生
広
島
訪
問
団
員
を
募
集
し

ま
す
。

◆
と
き
…
８
月
９
日

〜
１０
日

（
往
復
と
も
貸
切
バ
ス
利
用
）

◆
内
容
…
広
島
平
和
記
念
資
料

館
・
広
島
平
和
記
念
公
園
の
見

学
や
被
爆
体
験
講
話
の
聴
講
な

ど
。
訪
問
前
に
研
修
会
、
終
了

後
に
反
省
会
が
あ
り
、
ま
た
感

想
文
を
提
出
。
な
お
、
８
月
１５

日

の
宇
治
市
民
平
和
祈
念
集

会
に
も
出
席
し
ま
す
。

◆
対
象
…
市
内
在
住
の
小
学
６

年
生
と
中
学
１
年
生
（
昨
年
参

加
し
た
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）

◆
募
集
人
数
…
４０
人
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
参
加
費
…
無
料

◆
応
募
方
法
…
直
接
来
庁
か
、

は
が
き
に
「
広
島
参
加
」
と

住
所
　

氏
名
（
ふ
り
が
な
）

　

性
別
　

学
校
名
・
学
年

　

保
護
者
名
　

電
話
番
号

（
連
絡
先
）
　

応
募
の
動
機

を
書
い
て
６
月
１４
日

（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
企
画
管
理

部
総
務
課
へ
。

　
利
用
者
負
担
額
の
減
額
を
行

う
こ
と
を
申
し
出
た
社
会
福
祉

法
人
や
財
宇
治
市
福
祉
サ
ー
ビ

ス
公
社
が
実
施
す
る
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

人
の
う
ち
、
低
所
得
で
所
得
や

資
産
の
状
況
等
に
よ
り
特
に
生

計
が
困
難
な
人
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、

通
常
の
利
用
者
負
担
額（
一
割
）

が
二
分
の
一
に
減
額
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
生

活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
）

通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）

介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　
前
記

の
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
か

つ
合
計
所
得
金
額
が
「
0 

円
」

の
人
な
ど
、

の
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
入
所
時
点
に
お
い
て
市
民

税
非
課
税
世
帯
で
年
間
収
入
金

額
が
四
十
二
万
円
以
下
の
人
な

ど
で
、
い
ず
れ
も
本
人
の
申
請

に
基
づ
き
市
が
「
確
認
証
」
を

交
付
し
た
人
。
（
確
認
証
＝
社

会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負
担
額

減
額
適
用
者
確
認
証
の
こ
と
）

　
な
お
、
合
計
所
得
金
額
が

「
0 

円
」
の
人
と
は
、
例
え
ば

公
的
年
金
の
み
の
収
入
で
一
年

間
の
年
金
収
入
金
額
が
百
四
十

万
円
以
下
の
人
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
利
用
者
負
担
額
の
減

額
に
つ
い
て
は
申
請
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
市
介
護
保
険
課

か
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
（
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
、
ま
た
は
介

護
老
人
福
祉
施
設
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
介
護
保
険
課

 
 

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
と
は
、

住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
中
堅

所
得
者
を
対
象
と
し
て
、
市
が

建
設
し
供
給
す
る
公
共
賃
貸
住

宅
で
す
。
こ
の
入
居
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
住
宅
…
槇
島
町
吹
前
３７
、

槇
島
吹
前
市
営
住
宅
に
併
設
の

住
宅
（
家
賃
な
ど
に
つ
い
て
は
、

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
賃
の
ほ
か
に
共
益
費

が
必
要
で
す
）。 

◆
募
集
戸
数
…
３
Ｄ
Ｋ
・
３
戸

◆
入
居
時
期
…
入
居
決
定
者
に

随
時
通
知
し
ま
す
。
　
　
　
　

◆
応
募
資
格
…

住
宅
を
必
要

と
し
て
い
る
市
内
在
住
の
人
　

同
居
親
族
か
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族（
内
縁
関
係
や
婚
約

者
も
含
む
）が
あ
る
　

基
準

収
入
額
の
範
囲（
同
居
親
族
数

な
ど
で
異
な
る
）内
で
あ
る
　

入
居
時
に
２
人
の
連
帯
保
証

人
が
あ
る
、
以
上
の
す
べ
て
を

満
た
す
こ
と
　
　
　
　
　
　
　

◆
募
集
案
内
書
の
配
布
…
６
月

１
日

か
ら
住
宅
課（
市
役
所

５
階
）で
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
応
募
受
付
…
６
月
６
日

か

ら
募
集
戸
数
に
達
す
る
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

住
宅
課
で（
郵
送
不
可
）。
　

◆
問
い
合
わ
せ
…
住
宅
課

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
結
核
・
肺
が
ん
検
診
を

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
（
た

ん
の
検
査
の
み
容
器
代
三
百
円

が
必
要
）。
申
し
込
み
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
診
を
希
望

さ
れ
る
人
は
直
接
会
場（
左
表

参
照
）へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者
…
結
核
は
１５
歳
以
上
、

肺
が
ん
は
４０
歳
以
上
で
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
…
保
健
推
進
課

　
十
三
年
度
分
の
使
用
者
を
次

の
と
お
り
追
加
募
集
し
ま
す
。

▼
資
格
・
条
件
…
市
に
住
民
登

録
か
外
国
人
登
録
が
あ
り
、
使

用
許
可
後
５
年
以
内
に
墓
石
を

建
立
で
き
る
人
。
な
お
、
す
で

に
同
墓
地
公
園
を
使
用
し
て
い

る
人
と
同
一
世
帯
の
人
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。

▼
募
集
区
画
数
・
使
用
料
・
年

間
管
理
料
…
◎
２
平
方

墓
所

５７
区
画
（
使
用
料
５０
万
円
・
管

理
料
４
千
円
）
　
◎
４
平
方

墓
所
１７
区
画
（
使
用
料
百
万
円

・
管
理
料
８
千
円
）

▼
応
募
方
法
…
所
定
の
申
込
書

で
天
ケ
瀬
墓
地
公
園
管
理
事
務

所
（
〒
６
１
１
ー
０
０
２
１
宇

治
金
井
戸
７
ー
４４
）
ま
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
は
１
世

帯
１
区
画
に
限
り
ま
す
。
申
込

書
は
同
事
務
所
と
市
環
境
企
画

課
、
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
に
あ
り
ま
す
。

▼
使
用
者
と
区
画
の
決
定
…
公

開
の
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。
結

果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
、

ま
た
市
役
所
１
階
の
ロ
ビ
ー
に

も
掲
示
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
地
案
内
は
随
時
行

い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
同

管
理
事
務
所
（

２０
・
５
９
５

８
）
ま
で
。 

 

　
市
で
は
、
保
護
者
が
緊
急
の

用
事
な
ど
で
子
ど
も
を
保
育
で

き
な
い
場
合
、
そ
の
時
だ
け
保

育
所
で
お
預
か
り
す
る
、
一
時

保
育
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
要
件
…
保
護
者
の
就
労
形
態

な
ど
に
よ
り
、
家
庭
で
の
保
育

が
断
続
的
に
困
難
と
な
る
場
合

や
傷
病
、
入
院
、
冠
婚
葬
祭
、

そ
の
他
私
的
な
理
由
な
ど
で
、

一
時
的
に
家
庭
で
の
保
育
が
困

難
に
な
る
場
合
　
　
　
　
　
　

▼
対
象
…
市
内
在
住
の
お
お
む

ね
１
歳
か
ら
就
学
前
の
子
ど
も

▼
保
育
時
間
…
午
前
８
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
の
間
で
必
要
な

時
間

▼
実
施
保
育
所
…
◎
登
り
保
育

園
（
木
幡
赤
塚
８
の
１
、

３２

・
３
８
１
１
）
　
◎
同
胞
保
育

園
（
大
久
保
町
旦
椋
７２
の
２
、

４４
・
３
６
３
２
）
　
◎
南
浦

保
育
園
（
小
倉
町
南
浦
６２
の
５７
、

２３
・
５
８
８
２
）

▼
利
用
料
金
…
１
日
千
７
百
円

（
昼
食
・
お
や
つ
代
は
別
に
３

百
円
程
度
必
要
）
を
直
接
実
施

保
育
所
へ
。

▼
申
込
方
法
…
実
施
保
育
所
で

申
し
込
み
受
付
を
し
ま
す
。
　

　
詳
し
く
は
各
実
施
保
育
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
六
月
一
日
は
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
で
す
。
一
九
四
九
年

六
月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁

護
す
る
人
権
擁
護
委
員
制
度
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　
現
在
市
で
は
、
法
務
大
臣
の

委
嘱
を
受
け
た
十
人
の
人
権
擁

護
委
員
の
皆
さ
ん
が
人
権
問
題

に
関
す
る
相
談
を
受
け
た
り
、

人
権
思
想
の
啓
発
活
動
な
ど
に

取
り
組
ん
だ
り

し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
毎
月

第
一
木
曜
日
に

は
市
役
所
で
人

権
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
下
表

の
人
権
擁
護
委

員
の
自
宅
で
も
、

随
時
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
　

〈
６
月
の
人
権
相
談
〉

▽
と
き
・
と
こ
ろ
…
７
日

、

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
。
市
役

所
２
階
２
０
１
会
議
室
　
　
　

▽
問
い
合
わ
せ
…
人
権
・
同
和

対
策
課

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

募　　集　　日　　程

人権擁護委員（50音順・敬称略）

６月９日 午後１時～５時（雨天決行）
府立宇治公園（塔の島）
（増水で立ち入り禁止の場合は菟道第二小学校）
平等院の飛天（天女像）でつながる日本・中国・タイの子どもたち
による飛天模写を展示します。また、中国・タイ・韓国・ニュージ
ーランドから子どもを招待し、子ども国際会議を開催します。この
ほか、菟道小学校鼓隊・宇治中学校ブラスバンド部の演奏、宇治中
学校演劇部の演劇、万葉集の朗詠などを実施。青少年を育むより良
い地域社会づくりを目指します。
宇治地区青少年健全育成協議会  梅村岳伸さん（ 22－3001）

（　）
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池垣 聡司くん

H12.5.19 生 ／神明石塚

毎日､ 笑顔で
過ごそうね！
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参加無料
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☆ハーブ園ガイド !"#�$%�&�'��()*+,-./0�12�
☆ハーブティー試飲コーナー !344�%!"5��
☆ハーブ料理試食コーナー !344�%!"5��&�'���6789

:;<�=�>�?>�@�AB�CAD��E�FGH�IJ>
KLM��MNO-PQR�

☆ハーブの育て方講習会 !34S��!"4��T�(UVWXY�ZX
[\
]^-,

�_`Mab��cdeSf�
☆ハーブのクラフトコーナー !344��!"g���cdeSf�

&�'hijkC7l>Mmn��i�`Mop�q�reSSs��
☆ハーブクイズ t�uvwMxy*�z�	-C/F*{|�

}~u*���M����>�
☆スモークサーモン作り実演 ����\��
#���
☆ハーブ染めコーナー &�'�O�ki�Mmn�
☆ハーブの苗・種の販売
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献　血

相談あんない
■青少年相談

■府民無料法律相談

■府交通事故相談

社会保険相談

■暴力にかかわる困りごと相談　

■法律相談

■宇治青少年こころの電話

■家庭児童相談

　「昇る夕日でまちづくり」

　「車いすの旅行ガイド　増補新訂版」

　「私の歩んだ道～ノーベル化学賞の発想～」

☆「ミラクルバナナ」

☆「ベニーいえでする」

そよかぜ号巡回日程

保険・衛生・相談 図 書 館

おはなし会

おはなしたまてばこ

本本

駐 車 場 所駐車時間地　　区

木　　幡

志 津 川

明 星 町

六 地 蔵

御 蔵 山

福　　角

三 室 戸

大 久 保

南 陵 町

槇　　島

吹　　前

　 開 　

広　　野

西大久保

平　　盛

北 槇 島

日

１日

５日

７日

８日

14日

15日

19日

20日

29日

大
　
幣          

一
基

 

運
営
者 

県
神
社
・
大
幣
座

 

所
在
地 

宇
治
蓮
華

 

時
　
代  

江
戸
時
代

 

法
　
量
（
高
さ
） 

約
四
メ
ー
ト
ル

　
六
月
五
日
の
県
祭
に
は
、
新
町
通
り
の
商
店

街
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
出
店
が
な
ら
び
ま
す
。

夜
遅
く
に
灯
の
消
え
た
町
を
練
り
歩
く
凡
天
渡

御
と
呼
ば
れ
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
ま
で
、
そ
の

日
の
宇
治
は
多
く
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
す
。
県

祭
の
熱
気
と
余
韻
が
ま
だ
冷
め
き
ら
な
い
、
三

日
後
の
六
月
八
日
、
宇
治
の
地
元
の
祭
り
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
宇
治
郷
は
、
古
く
か
ら
離
宮
下
社
（
現
宇
治

神
社
）
を
氏
神
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
、
新

町
、
県
、
本
町
の
各
通
り
に
面
し
た
氏
子
の
町

々
は
、
昔
な
が
ら
の
お
祭
り
で
沸
き
立
ち
ま
す
。  

祭
り
の
構
成
は
、
県
神
社
が
関
与
す
る
大
幣
神

事
と
、
後
半
の
神
輿
が
郷
内
を
巡
行
す
る
還
幸

祭
の
二
部
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
宇
治
の
町
に
災

い
を
も
た
ら
す
疫
神
を
追
い
祓
う
行
事
と
平
安

時
代
か
ら
の
離
宮
祭
の
、
両
方
の
要
素
が
入
り

交
じ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
前
半
の
主
役
の
一
つ
が
、
こ
の
大
幣
と
い
う

祭
具
で
す
。
木
の
竿
と
棚
に
白
い
幣
を
貼
る
素

朴
な
造
り
は
、
い
か
に
も
古
式
に
映
り
ま
す
。

　
大
幣
は
六
月
一
日
に
組
み
立
て
ら
れ
、
県
通

り
を
本
町
通
り
に
突
き
当
た
っ
た
大
幣
殿
に
安

置
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
行
列
の
中
ほ
ど
で
幣

差
ま
た
は
力
者
と
呼
ば
れ
る
担
ぎ
手
に
支
え
ら

れ
、
特
定
の
辻
で
拍
子
木
の
合
図
に
あ
わ
せ
て

竿
の
根
元
を
コ
ツ
ッ
と
地
面
に
打
ち
付
け
る
所

作
を
し
、
戻
っ

て
き
ま
す
。
そ

し
て
最
後
、
担

ぎ
手
た
ち
は
大

幣
を
引
き
ず
り
、

県
通
り
を
走
り

抜
け
ま
す
。
大

幣
は
宇
治
橋
か

ら
下
流
に
向
か

っ
て
投
下
さ
れ
、

お
役
ご
め
ん
と

な
る
の
で
す
。

た  

い  

　
　
　  

へ  

い

ぼ  

ん  

て  

ん      

と    

 

ぎ 

ょ

は
ら

あ
が
た
ま
つ
り

     

り   

き
ゅ
う 

し
も   

し
ゃ

え
き 

じ
ん

へ
い

さ
し

ち
か
ら
も
ん

つ
じ

笠取、二尾、池尾、炭山

六地蔵（JR以西・以南) 
六地蔵（JR以東・以北) 

木幡（JR以西）
南端、南山畑、北畠、北山畑、檜尾
東中（JR以東）、中村（JR以東）、大瀬戸（JR以東）
南山、金草原、花揃、御蔵山、平尾、須留、赤塚
畑山田、御園、正中（JR以東）、陣ノ内（JR以東）

寺界道、古川、西田、北ノ庄、大林、野添、谷前
梅林、芝ノ東（JR以西）、西浦（JR以西）
新開（JR以西）、平野（JR以西）、折坂（JR以西）
日皆田、岡本、上村、大八木島
一里塚、戸ノ内、福角（JR以西）
一番割、二番割、折坂（JR以東）、福角（JR以東）
平野（JR以東）、新開（JR以東）、西浦（JR以東）
三番割、広岡谷、芝ノ東（JR以東）

田中、荒槇、大垣内、平町（京滋バイパス以北）
志津川
東隼上り、西隼上り、藪里、西中、東中、段ノ上
森本、出口、谷下り、中筋、河原、門前、大谷
只川、妙見、池山、岡谷
車田、丸山、平町（京滋バイパス以南）

6/12

6/13
6/20

6/13

笠　取・炭　山

六地蔵

木　幡

五ケ庄

莵道・志津川

 城南衛生管理組合　　075－631－5171

宇　治・白　川

神　明・開　町・羽拍子町

広野町  

大久保町

槇島町

小倉町

伊勢田町・安田町

6/13
白川、金井戸

乙方、山本、東内、又振、紅斉、山田

蔭山

蛇塚

池森、米阪、天神、弐番（府道以北）

半白、戸ノ内、樋ノ尻、小桜

矢落（JR以北）、若森（JR以北）、里尻（JR以北）

野神、大谷（権現町除く）

下居、善法、塔川、琵琶、弐番（府道以南）

妙楽（県神社お旅線以南　186番地～）

壱番（県神社お旅線以南）、大谷一部（権現町）

妙楽（県神社お旅線以北　1～185番地）

壱番（県神社お旅線以北）、宇文字、蓮華

矢落（JR以南）、若森（JR以南）、里尻（JR以南）
 

石塚（心華寺通以西）、羽拍子町

石塚（心華寺通以東）、宮北一部

開町、宮西、宮北

宮東

  
茶屋裏、西裏、桐生谷（JR以西）、寺山（JR以西）

東裏（JR以西と府道以南）

大開、小根尾、尖山一部（2番地、6番地）

宮谷、中島、寺山（JR以東）、尖山一部（4番地）

一里山、東裏（JR以東の府道以北）

桐生谷（JR以東）、丸山

6/21

6/4 ・25

大久保町（「久保（JR以東）」除く）

久保（JR以東）

   
一ノ坪、大町、島前、五才田
一町田、月夜、石橋（大川原線以西）
大川原、中川原、十六、十八、十一、二十四、
三十五、千足、清水、目川、吹前
落合、南落合
薗場、大幡、北内、門口、幡貫、郡

石橋（大川原線以東）
  

南浦（28番地～）

山際

老ノ木、天王、久保、寺内、春日森

西畑、中畑、東山、西山（府道以東）

南堀池、堀池

西山（府道以西）、神楽田（近鉄以東）

奥畑

新田島

蓮池、西浦、南浦（1～27番地）、神楽田（近鉄以西）

   
南遊田

毛語、遊田、砂田、井尻、中ノ田、浮面、

名木、安田町

中山、南山、大谷、ウトロ、中ノ荒、新中ノ荒

北山、若林 

※収集漏れは収集口側から確認し翌日（土・日曜、祝日を除く）に上記組合へ

６月のし尿収集日程

6/19

6/20

6/12

6/13

6/18

6/19

6/13

6/14

  
6/15

6/15

6/1・22

6/4・25

6/5・26

6/8・28

6/7・29

6/11,7/2

6/1・22

6/4・25

6/6・27

6/8・28

6/21

6/1 ・22

6/4 ・25

6/5 ・26

6/14

6/6・27

6/8・29

6/7・28

6/12

6/13

6/14

6/15

6/18

6/21

6/1・22

6/7・28

6/11,7/2

6/18

6/20

6/21

6/19

中央　 20-1511／東宇治　 32-2232／西宇治　 22-8240
月曜・祝日・第4木曜休館

宇 治 市 政 だ よ り第1279号 ( 6 )6 １日発行(平成13年)2001年 月


